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【出題意図】  

文章の理解力、論理的思考力および設問の趣旨に沿った表現力、文章構成力を問う。 

 

【解 答】 

問１ （解答例） 

社会における個人化が進み、性別役割や家族、あるいは固定的な居場所や役割から自由

になった。しかし、それと同時に、それらの役割構造が生み出していた保障の仕組みがな

くなり、自分の生き方を選択した際に生じるリスクや不安に対応しなければならないと

いう厳しさが生じるため。（130字） 

 

（採点基準） 

・性別役割や家族、それらによる保証の不確実性、リスク、不安についての記載がある。 

・自由な面と厳しい面、両方の面の記載がある。 

・文章表現、文章構成が適切である。 

・文章が完結しており、字数制限が守られている。 

・誤字脱字がない。 

 

問２  

個別の解答が予想されるため、解答例は示さない。 

 

（採点基準） 

・「女らしさ」もしくは「母らしさ」という言葉を用い、これまでの産業社会における女性の役

割の具体例を挙げ説明されている。 

・新しい社会におけるリスクに関しての記載がある。 

・自分の意見が論理的に述べられている。 

・文章表現、文章構成が適切である。 

・文章が完結しており、字数制限が守られている。 

・誤字脱字がない。 

 


